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（抜粋） 
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【3】日本出版販売株式会社 
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【１】日本出版販売株式会社の概要 

日本出版販売株式会社（日販）は、トーハンとともに、日本の出版物（書籍・雑誌）の二大出版取次会

社の一つであり、全国第一位の売上高を誇っています。 

しかし、ますます悪化する「出版不況」の中、日販グループ（連結子会社数 28 社）の 2018 年 3 月決算

の売上高は5,790億円で、雑誌、コミックスを中心に大きく減少し前年に対し7.3％減、453億円の減収

となっています。雑誌、コミックスの落ち込みに加えて、運賃の単価値上げや最低賃金上昇による荷

造費増加などのマイナスのインパクトにより、出版流通業が大きく減益となりました。     

 

4 年間で、約 1,000 億円の減収となった売上高                      （単位：百万円） 

回次 第 66 期 第 67 期 第 68 期 第 69 期 第 70 期 

決算年月 2014 年 3 月 2015 年 3 月 2016 年 3 月 2017 年 3 月 2018 年 3 月 

売上高 681,917  661,096  639,893  624,422  579,094  

経常利益 5,266  3,626  3,291  2,409  2,550  

当期純利益 2,278  1,052  856  412  721  

 

 

【２】エンタメ事業部 検定事業課 が担当 

 

 

 
 

 

日販は検定事業者様の検定運営のお手伝いをしています。受験者向けのコールセンターの運営

や、Web サイトの構築、受験料の回収、検定テキストや問題集の発行・流通支援、試験会場の手

配・運営など、検定運営に必要なあらゆる機能をパッケージ化し、検定の実施をトータルでサポート

いたします。「もっと受験者数を増やしたい！」「もっと効率的な検定運営を実現したい！」「書店店

頭をプロモーションの場として活用できないか？」日販は様々なソリューションをご提供しています。 

現在、実施している検定一覧はこちらです。 

 

https://www.nippan.co.jp/business/expansion/tests/
https://www.kentei-uketsuke.com/


 
 

 

【３】エンタメ事業部の独立 
日販の文具・雑貨・エンタメ事業については、従来、全てを商品開発部で担当していたが、2018 年度

(第 71 期：2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日)の組織改訂および職制人事体制において、同部の

扱い商材・サービスは成長領域と位置付け、組織体制も拡充して、書店店頭との連動や成長を加速し

ていくことを目指すことにした。 

これに伴い、商品開発部から検定、イベント、映像制作・出資事業を独立させ、エンタメ事業部を新設

することになり、検定はエンタメ事業部検定事業部が担当することになった。 

ここにも、衰退する出版流通業に対して、成長分野を模索する日販の焦りと努力が透けて見える。 

 

 

【４】担当者へのインタビュー 

通訳案内士試験事業を受注することになった検定事業部の担当者に直接インタビューをしま

した。その要旨は、下記の通りです。 

 

（私） 

「この度、日販さんは、通訳案内士試験事業を３年間にわたり受託されましたが、その経緯

についてお聞かせください。」 

 

（担当者） 

「日販では、これまでも、様々な検定事業者様の検定運営のお手伝いをしてきましたが、そ

の一環として、この度、通訳案内士試験事業を受託することになりました。」 
 



 
 

 


